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ヒトデの粉は実用的である  
なぜなら 
動物に忌避効果があるから（根拠①）  
ヒトデは大量廃棄されているため三陸　 　
で、作ることができるから（根拠②）  
 
しかし,野生動物が下りてくる根本的な            
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メリット 

田畑に撒いても安全・肥料になる  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ヒトデの粉末は獣害対策として実用的である

昆虫類 アリ、ハエ

は虫類 ヘビ

ほ乳類 シカ、ネコ

鳥類 カラス、ハト
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・動物を忌避しているだけで獣害の根  
　本的解決はできていない  
・猟師の高齢化がより進み今以上に獣  
　害が出る可能性がある  
・この活動で利益を出しにくい  

そこで

根拠②三陸で作ることができる  
気仙沼の漁師　S.Kさんによると  
 

廃棄されているものを使えば  
　　　　　　　　　デメリットなし 

気仙沼では大量
にヒトデは獲れる
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ている 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これから5613A班の発表を始めます。先ずこのテーマを設定した経緯から述べさせてい

ただきます、初めは動物との共生を目指し、研究活動を行っていたのですが二度の

フィールドワークを行い、共生の実現は今の私たちには難しいということが分かってし

まったので、ならば三陸の豊富な海産物を利用した獣害対策について研究をしようと思

いこのテーマを設定しました。 

まず序論です。私たちの目的は実用性のある野生動物対策を考えるこの目的の背景

としては、毎年野生動物により多くの被害特に食害が出ているという現状があります。

下の表をご覧ください。こちらは平成25年度から令和2年度、過去8年間の野生動物に

よる被害総額です年々減少してきているとはいえ、まだ161億円と非常に高く、宮城県

の農作物の被害だけでも２億円弱と対策を考える必要がある現状にあります。そこで

私たちは、新たな獣害対策としてヒトデの粉末が実用的であるという仮説を立てまし

た。ここでの実用的というのはヒトデの粉に獣害対策の効果があるということだと定義さ

せていただきます。 

次に本論として動物の忌避効果があるという根拠を述べさせていただきます。ヒトデに

はサポニン、テルペンという成分が含まれており、それには生き物を忌避する効果があ

ります。ヒトデの使い方としてはヒトデ約100ｇを４～５ｍ毎におくことであり、忌避が確認

されている生物はありハエ蛇しかねこカラスにハトと、これでもまだまだ一部なのですが

それでも十分多くの生物に効果があると分かります。ヒトデの粉には他にも撒くメリット

があり田畑にまけば肥料になる、とても安全であるという点が挙げられ、デメリットとし

てはヒトデの粉の入手をしにくいという点があります　 

そこで根拠２ではこのデメリットは解決する方法を述べさせていただきます。気仙沼で

漁師を営んでいる菅原かずろうさんによると　気仙沼ではヒトデは大量に獲れているが

すべて廃棄されているとのことだったのでその廃棄されている分を使えればデメリット

なしでヒトデの粉を使うことができます。 

まとめと結論です。ヒトデを使えば獣害対策は可能です。なぜなら根拠①で示した通り

多くの生物に忌避効果があり、根拠②で示した通りヒトデは大量廃棄されているためつ

くることができるからです。しかし、野生動物の被害がある根本的な理由は野生動物の

個体数が増え、生息域が広がっていること。野生動物が人に慣れてしまい人間を恐ろ

しいものと感じていない点にあります 

最後に今後の課題です。私たちが今後研究しなければいけない点として、一つ目にあ

くまでも忌避なので先ほど述べた根本的理由を解決できていない点。2つ目に猟師の

高齢化が進み今以上に獣害が出るおそれがある点。3つ目にこの活動では利益を生

みにくいという点があります。ご清聴ありがとうございました 


